
   

 

 

 

 

組曲「都筑風土記」５ 
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2020.7.9 作曲 



自然が豊かで歴史のある横浜市都筑区の風景をテーマとして、「古民家
こ み ん か

の春
は る

」

「大塚
お お つ か

・歳
さ い

勝
か ち

土
ど

の夏
な つ

」「月
つ き

出
で

松
ま つ

の秋
あ き

」「山
や ま

田
た

富士
ふ じ

の冬
ふ ゆ

」「都筑
つ づ き

の風
か ぜ

」の５曲を作曲

しました。いわば「都筑
つ づ き

風土記
ふ ど き

」として、組曲のように５曲通して演奏してもい

いですし、演奏する機会・場所に応じて、１～２曲ランダムに演奏してもいいで

しょう。 

 

都
つ

筑
づ き

の風
か ぜ

 
 横浜市営地下鉄グリーンラインの都筑ふれあいの丘駅から数分歩くと、農業

専用地域が広がっています。周辺は大規模なマンションもあるのですが、畑が広

がる中に木々におおわれた小山があります。入り口に小さな鳥居があり、細い道

を登っていくと、そこは「池辺
いこのべ

富士
ふ じ

（元富士）」なのでした。頂上に立ってみる

と、伸びやかな風景が広がっていて、その先にみなとみらいの建物や大山も望め

ます。 

 区画整理がされているので、それ以前の姿とは当然異なるのですが、下末吉
し も す え よ し

台
だ い

地
ち

から連なるなだらかな土地で耕作が続けられてきたことがわかります。歴史

をたどると、入会地
い り あ い ち

を勝手に開墾して争いになった文書なども残されているよ

うです。江戸・東京の暮らしを支える農作物を供給する地域であったことがわか

ります。 

 池辺富士の頂上にはさわやかな風が吹いていました。目の前の畑作地帯を吹

き渡る風をイメージしてみました。 

 「都筑風土記」5 曲の最終曲です。 
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７５３１九七五三一

巾斗 為九七五三一

一 巾斗 為九七五三
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運指、奏法については、適宜工夫していただいてけっこうです。

三・八調弦替えあり花雲調子

三・八調弦替えあり花雲調子

１尺８寸管

１尺８寸管

都筑の風　Tsuzuki	no	Kaze


